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【特集】令和６年度当初予算
「みんなの税金」「みんなの税金」

一般会計520億200万円
使い道をチェック！使い道をチェック！ 決

可

生活の支援生活環境の充実

学校教育の充実

予算審査特別委員会
　４日間にわたり書類審査を行い、
執行部に質疑を行うとともに、事務
事業に関する改善要望を行いました。
（質疑1,056件、要望46件）

市の情報発信

　　◎草刈　慎祐　○座親　政彦
吉田眞紀人／安藤　順子／齊藤　秀樹
佐藤　修一／堀切　俊一／重城　正義
渡辺　厚子／田中　紀子／近藤　　忍
三上　和俊

...............................................................

◎委員長　〇副委員長　委員構成

●鳥獣被害防止総合対策交付金事業費
　　　　　　　　1,628万１千円

　イノシシ・シカ・サルなどの有害鳥獣による農作物へ
の被害を防止するため、駆除の実施や防護柵の設置など
に対して補助を実施します。
　Ｑ　令和６年度は５年度より558万１千円の増額。事

業内容は
　Ａ　地域からの要望による防護柵の設置、有害鳥獣捕獲

に係る報償費に加え、新たにGPSを活用してサルの
生態調査を行うシステムの導入などを予定している。

【新規】吾妻公園文化芸術施設整備　
　　 　事業費 ２億510万２千円
　「木更津飛行場周辺まちづくり実施計画(吾妻公園)」に
基づく文化芸術施設や公園広場等の整備に向けて、公園
全体の基本設計を実施するための費用です。
　Ｑ　課題認識と今後の方針は
　Ａ　文化芸術施設は、市民からの期待度の高い施設整

備が含まれており、一方で整備費用はもとより、
維持管理費など多額の事業費が見込まれている。
このため、関係課としっかり連携、調整を図った
うえで、着実に事業を推進したい。また、可能な
限り補助金の確保に努め、施設整備に係る財政負
担の軽減を図るとともに、供用開始後の維持管理
費用の縮減も見据え、整備を進めていきたい。

●自主防災活動支援事業費 350万円
　自主防災組織の設立時に、30万円を上限として資器
材を交付するための費用です。
　Ｑ　令和６年度は５年度より200万円の増額。理由は
　Ａ　新たに一般財団法人自治総合センターのコミュニティ

助成事業を活用し、自主防災組織が活動に必要な設
備などを整備する際の助成事業を実施するため。

【新規】廃船処理助成事業費　500万円
　金田漁港（中島地区・瓜倉地区）及び牛込漁港区域内
にある、所有者が不明な廃船の処理に対し、新木更津市
漁業協同組合・金田漁業協同組合に補助を行います。
　Ｑ　制度の補助率は
　Ａ　処理に係る費用の２分の１（１隻当たり上限５万

円）。
　Ｑ　令和６年度で完了するのか
　Ａ　令和６年度は100隻の処理を見込んでおり、４年

かけて完了する予定。

●富士見通りアーケード撤去事業負担金
　 1億4,400万円
　昭和62年に富士見通りに設置されたアーケードが、
老朽化が進み危険な状況となっているため、パークベイ
プロジェクトの一環として行われている「富士見通り再
整備」に係る事業として撤去工事を行います。
　Ｑ　今後のスケジュールは
　Ａ　５月上旬に、市と富士見通り商店街振興組合とで

アーケード解体撤去に係る協定を締結。7月上旬
に、振興組合と解体業者で工事の契約を締結。そ
の後、関係機関や近隣住民への説明・調整を経て、
概ね10月頃から工事を開始し、令和6年度末に工
事が完了する見込み。

●飼い主のいない猫の不妊・去勢手術
等推進事業費 50万円

　飼い主のいない猫の繁殖を防ぎ、地域における猫に起
因する地域問題の減少を目的として、地域猫の不妊・去
勢手術に要する経費について補助金を交付します。
　Ｑ　飼い主のいない猫の頭数は減少傾向にあるか
　Ａ　市全体の頭数は把握していないが、活動団体から

は「減った」「増えていない」という話を聞いている。

●ホームページ等管理費　435万円
　市ホームページや市公式LINEなどを運用するための費用です。
　Ｑ　令和６年２月29日に市ホームページがリニューアルされ

たが、市民が市政に関心を持ちやすくする、市民参画の
チャンスを広げるという視点から工夫した点はあるか

　Ａ　トップページの市のお知らせを、これまでは「新着情報」
と「トピックス」の２つで構成していたが、「新着情報」「イ
ベント」「募集」という３つに変更した。「募集」には意
見公募や審議会の委員募集などの情報が掲載され、市民
がすぐ確認できるようになる。

●地域包括支援センター運営事業費
　　　　　２億3,761万２千円

　地域の高齢者が、いつまでも自分らしく住み慣れた地域で、
安心して元気に暮らし続けられるよう、社会福祉士などの専門
職が支援を行う地域包括支援センターを運営する経費です。
　Ｑ　令和６年度は５年度より4,495万５千円の増額。理由は
　Ａ　令和６年４月から新たに東部地域包括支援センターを設

置するため。対象地区は請西、請西東、請西南、真舟、
千束台。

●地域子育て支援拠点施設整備
費補助金 3,712万２千円

　市内の地域子育て支援拠点事業における施
設整備に係る費用を一部補助します。
　Ｑ　令和６年度はどこを整備するのか
　Ａ　地域子育て支援センターゆりかもめ東

清分館。
　Ｑ　改修内容は
　Ａ　耐震強度不足による建て替え。

●結婚新生活支援事業費　　1,419万５千円
　新規に結婚した世帯を対象に補助金を交付することで、少子化対策の推進や移住定住の促進を図ります。
　※年齢や所得など要件があります。詳しくは、市民課までお問い合わせください。
　Ｑ　令和６年度は５年度より267万７千円の増額。理由は
　Ａ　令和５年度は、「令和５年３月１日から令和６年３月31日の間に結婚した世帯」を対象とし、８月１日から

受付を開始したところ、10月20日に予定額に達したため受付を終了した。このことから、令和６年度は、「令
和６年１月１日以降に結婚した世帯」を対象とし、なるべく多くの人に制度を利用してもらうため。

●学校水泳指導民間活力導入事業費
　 1,298万５千円
　老朽化によりプールが使用できない小学校（令和６年度は５校）に
ついて、民間に委託し、いきいき館で水泳の実技指導を行います。
　Ｑ　自治体によっては、小学校・中学校いずれも実技指導をなく

すところもでてきているが、木更津市の方針は
　Ａ　中学校は、AEDの使い方や水難事故の心得など、座学中心に

切り替えながら実技指導をなくしていく方向。小学校は、命
を守るために大切な授業と捉えているため、実施していく方
向で考えている。

【新規】部活動地域移行推進
　　 　事業費 ４万８千円
　部活動を地域に移行していくための方
法などを協議する協議会の委員への謝礼
金です。
　Ｑ　どのような方が委員になるのか
　Ａ　主に学識経験者、スポーツ協会の

方々、校長会などの学校関係者、
保護者といった方々を選定するこ
とを計画している。

●きさらづ特認校児童送迎用バス運行委託事業費　　2,922万９千円
　きさらづ特認校３校（東清小、中郷小、鎌足小）に通学区域外から通学する児童
の送迎バスを運行し、その業務を委託します。
　きさらづ特認校：小規模校の特性を活かし特色ある教育活動を推進している小中

学校に、一定の条件のもと、通学区域外からの転入学を認め、
児童生徒を受け入れる小規模特認校制度のことです。

　Ｑ　令和６年度は５年度より1,222万９千円の増額。理由は
　Ａ　令和５年度に送迎バスを２台から３台に増やしたが、既に待機児童がいること、乗車時間が長くなっている

ことから、３台から４台に増やして運行するため。利用者は78人から90人へ増える予定。
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●鳥獣被害防止総合対策交付金事業費
　　　　　　　　1,628万１千円

　イノシシ・シカ・サルなどの有害鳥獣による農作物へ
の被害を防止するため、駆除の実施や防護柵の設置など
に対して補助を実施します。
　Ｑ　令和６年度は５年度より558万１千円の増額。事

業内容は
　Ａ　地域からの要望による防護柵の設置、有害鳥獣捕獲

に係る報償費に加え、新たにGPSを活用してサルの
生態調査を行うシステムの導入などを予定している。

【新規】吾妻公園文化芸術施設整備　
　　 　事業費 ２億510万２千円
　「木更津飛行場周辺まちづくり実施計画(吾妻公園)」に
基づく文化芸術施設や公園広場等の整備に向けて、公園
全体の基本設計を実施するための費用です。
　Ｑ　課題認識と今後の方針は
　Ａ　文化芸術施設は、市民からの期待度の高い施設整

備が含まれており、一方で整備費用はもとより、
維持管理費など多額の事業費が見込まれている。
このため、関係課としっかり連携、調整を図った
うえで、着実に事業を推進したい。また、可能な
限り補助金の確保に努め、施設整備に係る財政負
担の軽減を図るとともに、供用開始後の維持管理
費用の縮減も見据え、整備を進めていきたい。

●自主防災活動支援事業費 350万円
　自主防災組織の設立時に、30万円を上限として資器
材を交付するための費用です。
　Ｑ　令和６年度は５年度より200万円の増額。理由は
　Ａ　新たに一般財団法人自治総合センターのコミュニティ

助成事業を活用し、自主防災組織が活動に必要な設
備などを整備する際の助成事業を実施するため。

【新規】廃船処理助成事業費　500万円
　金田漁港（中島地区・瓜倉地区）及び牛込漁港区域内
にある、所有者が不明な廃船の処理に対し、新木更津市
漁業協同組合・金田漁業協同組合に補助を行います。
　Ｑ　制度の補助率は
　Ａ　処理に係る費用の２分の１（１隻当たり上限５万

円）。
　Ｑ　令和６年度で完了するのか
　Ａ　令和６年度は100隻の処理を見込んでおり、４年

かけて完了する予定。

●富士見通りアーケード撤去事業負担金
　 1億4,400万円
　昭和62年に富士見通りに設置されたアーケードが、
老朽化が進み危険な状況となっているため、パークベイ
プロジェクトの一環として行われている「富士見通り再
整備」に係る事業として撤去工事を行います。
　Ｑ　今後のスケジュールは
　Ａ　５月上旬に、市と富士見通り商店街振興組合とで

アーケード解体撤去に係る協定を締結。7月上旬
に、振興組合と解体業者で工事の契約を締結。そ
の後、関係機関や近隣住民への説明・調整を経て、
概ね10月頃から工事を開始し、令和6年度末に工
事が完了する見込み。

●飼い主のいない猫の不妊・去勢手術
等推進事業費 50万円

　飼い主のいない猫の繁殖を防ぎ、地域における猫に起
因する地域問題の減少を目的として、地域猫の不妊・去
勢手術に要する経費について補助金を交付します。
　Ｑ　飼い主のいない猫の頭数は減少傾向にあるか
　Ａ　市全体の頭数は把握していないが、活動団体から

は「減った」「増えていない」という話を聞いている。

●ホームページ等管理費　435万円
　市ホームページや市公式LINEなどを運用するための費用です。
　Ｑ　令和６年２月29日に市ホームページがリニューアルされ

たが、市民が市政に関心を持ちやすくする、市民参画の
チャンスを広げるという視点から工夫した点はあるか

　Ａ　トップページの市のお知らせを、これまでは「新着情報」
と「トピックス」の２つで構成していたが、「新着情報」「イ
ベント」「募集」という３つに変更した。「募集」には意
見公募や審議会の委員募集などの情報が掲載され、市民
がすぐ確認できるようになる。

●地域包括支援センター運営事業費
　　　　　２億3,761万２千円

　地域の高齢者が、いつまでも自分らしく住み慣れた地域で、
安心して元気に暮らし続けられるよう、社会福祉士などの専門
職が支援を行う地域包括支援センターを運営する経費です。
　Ｑ　令和６年度は５年度より4,495万５千円の増額。理由は
　Ａ　令和６年４月から新たに東部地域包括支援センターを設

置するため。対象地区は請西、請西東、請西南、真舟、
千束台。

●地域子育て支援拠点施設整備
費補助金 3,712万２千円

　市内の地域子育て支援拠点事業における施
設整備に係る費用を一部補助します。
　Ｑ　令和６年度はどこを整備するのか
　Ａ　地域子育て支援センターゆりかもめ東

清分館。
　Ｑ　改修内容は
　Ａ　耐震強度不足による建て替え。

●結婚新生活支援事業費　　1,419万５千円
　新規に結婚した世帯を対象に補助金を交付することで、少子化対策の推進や移住定住の促進を図ります。
　※年齢や所得など要件があります。詳しくは、市民課までお問い合わせください。
　Ｑ　令和６年度は５年度より267万７千円の増額。理由は
　Ａ　令和５年度は、「令和５年３月１日から令和６年３月31日の間に結婚した世帯」を対象とし、８月１日から

受付を開始したところ、10月20日に予定額に達したため受付を終了した。このことから、令和６年度は、「令
和６年１月１日以降に結婚した世帯」を対象とし、なるべく多くの人に制度を利用してもらうため。

●学校水泳指導民間活力導入事業費
　 1,298万５千円
　老朽化によりプールが使用できない小学校（令和６年度は５校）に
ついて、民間に委託し、いきいき館で水泳の実技指導を行います。
　Ｑ　自治体によっては、小学校・中学校いずれも実技指導をなく

すところもでてきているが、木更津市の方針は
　Ａ　中学校は、AEDの使い方や水難事故の心得など、座学中心に

切り替えながら実技指導をなくしていく方向。小学校は、命
を守るために大切な授業と捉えているため、実施していく方
向で考えている。

【新規】部活動地域移行推進
　　 　事業費 ４万８千円
　部活動を地域に移行していくための方
法などを協議する協議会の委員への謝礼
金です。
　Ｑ　どのような方が委員になるのか
　Ａ　主に学識経験者、スポーツ協会の

方々、校長会などの学校関係者、
保護者といった方々を選定するこ
とを計画している。

●きさらづ特認校児童送迎用バス運行委託事業費　　2,922万９千円
　きさらづ特認校３校（東清小、中郷小、鎌足小）に通学区域外から通学する児童
の送迎バスを運行し、その業務を委託します。
　きさらづ特認校：小規模校の特性を活かし特色ある教育活動を推進している小中

学校に、一定の条件のもと、通学区域外からの転入学を認め、
児童生徒を受け入れる小規模特認校制度のことです。

　Ｑ　令和６年度は５年度より1,222万９千円の増額。理由は
　Ａ　令和５年度に送迎バスを２台から３台に増やしたが、既に待機児童がいること、乗車時間が長くなっている

ことから、３台から４台に増やして運行するため。利用者は78人から90人へ増える予定。
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議案審議令和６年３月定例会で審議された議案等を
公開しています。

何
が
変
わ
る
？　

仕
組
み
が
変
わ
る
！　

暮
ら
し
が
変
わ
る
！

何
が
変
わ
る
？　

仕
組
み
が
変
わ
る
！　

暮
ら
し
が
変
わ
る
！

2 0 2 4年（令和６年）5月1日（水） 第168号

議
案
第
９
号　

木
更
津
市
吾
妻
公
園
文
化
芸
術
施

設
整
備
運
営
基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て…

吾
妻
公
園
の
文
化
芸
術
施
設
の
整
備
及
び

運
営
に
要
す
る
経
費
の
財
源
に
充
て
る
基
金

を
設
置
す
る
た
め
の
新
た
な
条
例
を
制
定

議
案
第
11
号　

木
更
津
市
金
田
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

木
更
津
市
金
田
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
に

グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
を
設
置
す
る
た
め
、
関

係
条
文
を
整
備

議
案
第
８
号　

木
更
津
市
役
所
の
位
置
を
変
更
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
木
更
津
市
庁
舎
の

移
転
に
合
わ
せ
て
、
新
た
な
条
例
を
制
定

「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です

　
「
木
更
津
飛
行
場
周
辺
ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想
」

に
基
づ
き
、
吾
妻
公
園
に
文
化
芸
術
施
設
（
中
規

模
ホ
ー
ル
・
図
書
館
・
中
央
公
民
館
）
及
び
交
通

公
園
、
屋
外
広
場
な
ど
を
整
備
す
る
事
業
を
進
め

て
い
ま
す
。
今
回
、
当
該
費
用
の
整
備
運
営
資
金

と
し
て
、
新
た
な
基
金
を
設
置
し
ま
す
。

Ｑ　

こ
の
基
金
の
原
資
は
何
か

Ａ　

寄
附
に
よ
る
も
の
。
令
和
５
年
度
３
月
補
正

で
１
億
４
，４
０
１
万
８
千
円
。

Ｑ　

今
後
、
こ
の
基
金
に
一
般
財
源
か
ら
積
立
て

を
行
う
予
定
は
あ
る
か

Ａ　

利
子
分
以
外
の
積
立
て
は
行
わ
な
い
。
ち
な

み
に
、
令
和
６
年
度
当
初
予
算
で
は
利
子
分

３
，０
０
０
円
の
み
。

Ｑ　

今
後
の
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

Ａ　

令
和
６
年
度
は
、
た
だ
ち
に
木
更
津
市
吾
妻

公
園
文
化
芸
術
施
設
整
備
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、

事
業
者
の
選
定
と
基
本
計
画
の
設
定
を
行
う
。
令

和
８
年
度
か
ら
建
設
工
事
着
工
、
令
和
10
年
度
の

供
用
開
始
を
予
定
し
て
い
る
。

　

金
田
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
に
寄
附
さ
れ
た
グ
ラ

ン
ド
ピ
ア
ノ
の
利
用
料
金
を
３
，０
０
０
円
／
回

と
し
た
条
例
改
正
で
す
。

Ｑ　

３
，０
０
０
円
の
設
定
根
拠
は

Ａ　

中
央
公
民
館
の
多
目
的
ホ
ー
ル
の
グ
ラ
ン
ド

ピ
ア
ノ
の
利
用
状
況
（
月
２
回
程
度
）
を
参
考
に
し
、

１
年
に
１
度
の
定
期
点
検
と
調
律
代
７
万
円
を
受

益
者
負
担
と
考
え

た
。
近
隣
市
の
利

用
料
金
と
比
べ
て

も
妥
当
と
判
断
。

　

な
お
、
ピ
ア
ノ

を
利
用
す
る
場
合

は
、
多
目
的
ホ
ー

ル
の
利
用
料
金

１
，
５
０
０
円
／

時
が
別
途
か
か
る
。

　

新
庁
舎
整
備
に
つ
い
て
は
、
木
更
津
駅
西
口
に

建
設
予
定
の
「
駅
前
新
庁
舎
」
と
現
庁
舎
の
建
替

え
と
す
る
「
朝
日
新
庁
舎
」
の
分
庁
化
と
し
て
計

画
が
進
行
中
で
す
。
現
在
の
仮
庁
舎
か
ら
の
移
転

に
伴
い
、
木
更
津
市
役
所
の
位
置
（
住
所
）
も
変

更
と
な
る
た
め
、
地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
、

新
た
に
条
例
を
制
定
し
ま
す
。

　

な
お
こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て

５
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
規
則
で
定
め

る
日
か
ら
施
行
す
る
も
の
で
す
。

　
【
現
在
の
位
置
】

　
　

木
更
津
市
富
士
見
一
丁
目
二
―
一

　
【
変
更
後
の
位
置
】

　
　

木
更
津
市
富
士
見
一
丁
目
三
九
二
番
六

＊
住
居
表
示
に
つ
い

て
は
、
建
物
が
完
成

し
た
後
に
設
定
し
ま

す
。
そ
の
た
め
、
こ

の
条
例
で
は
地
番
表

示
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ヤマハ・グランドピアノ　C3X espressivo

駅前庁舎計画位置



賛否のわかれた議案をお知らせします
他 30件の議案は、原案のとおり全会一致で可決しました。

※表の見方　　　　　○：賛成　　●：反対　　－：議長のため採決に加わっていません　　欠：欠席

番号 件名

議
決
結
果

吉
田
眞
紀
人

吾
津
松
太
郎

柗
井
　
晃
治

藤
田
　
真
澄

重
信
　
文
彦

安
藤
　
順
子

齊
藤
　
秀
樹

佐
藤
　
修
一

神
蔵
　
五
月

堀
切
　
俊
一

石
井
　
徳
亮

竹
内
　
伸
江

重
城
　
正
義

永
原
　
利
浩

座
親
　
政
彦

渡
辺
　
厚
子

田
中
　
紀
子

草
刈
　
慎
祐

近
藤
　
　
忍

大
野
　
俊
幸

斉
藤
　
高
根

三
上
　
和
俊

鶴
岡
　
大
治

議 案
第 ３ 号

令和５年度木更津市一般会計補正予算（第８号）
原案
可決

〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

議 案
第 ９ 号

木更津市吾妻公園文化芸術施設整備運営基金条例の制定につい
て

原案
可決

〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 欠 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 -

議 案
第１ １号

木更津市金田地域交流センターの設置及び管理に関する条例の
一部を改正する条例の制定について

原案
可決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 欠 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 -

議 案
第１ ７号

令和６年度木更津市一般会計予算
原案
可決

〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

議 案
第２ ４号

附属機関設置条例の一部を改正する条例の制定について
原案
可決

〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 -

主な討論の内容 ※市議会だよりに寄せられた市民の皆様の意見・要望により掲載

議案第３号　令和５年度木更津市一般会計補正予算（第８号）
「多くの事業には賛成だが、吾妻公園文化芸術施設整備運営基金積立金について、基金が設立されることで、今後
十分な議論が行われずに進む可能性を感じるため、反対。」
「昨今の時代背景に伴う予算措置がなされており、引き続き円滑な予算執行が行われるものと確信し、賛成。」

議案第９号　木更津市吾妻公園文化芸術施設整備運営基金条例の制定について
「文化芸術施設は、３メートルの津波に備えて主要施設は２階以上に配置するとのことだが、それ以上の津波が来
ないとは断言できない。また、駐屯地が近いことによる騒音の問題など多くの懸念事項もあるため、反対。」

議案第11号　木更津市金田地域交流センターの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について
「市内の公民館では、中郷、鎌足以外の13館にピアノがあり、使用料を払わず利用できる。せめて、営利目的や
個人経営のピアノ教室の発表会などで使用する場合は有料とし、サークル活動は無料とすべきと考え、反対。」
「グランドピアノの性質上、維持管理に諸費用がかかることや、受益者負担の観点からも致し方なく利用料金を設
定するもの。センターがより一層地域の交流の場となることを期待し、賛成。」

議案第17号　令和６年度木更津市一般会計予算
「令和５年度に続き、予算案で多くの割合を占めるのが土木費。その分市民や農林水産業者への支援が薄くなって
しまう懸念があるため、反対。」
「安心安全で快適な暮らしを送るために、市民生活に直結した事業が多く盛り込まれており、限られた財源を効果
的、重点的に配分したものであると評価し、賛成。」

議案第24号　附属機関設置条例の一部を改正する条例の制定について
「木更津市吾妻公園文化芸術施設整備検討委員会について、委員数 10名のうち市民は２名。これで市民の声が反
映されるか疑問が残るため、反対。」
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Ｑ　

ど
の
よ
う
に
変
更
す
る
の
か

Ａ　

基
準
額
6
6
，9
0
0
円
／
年
か
ら

6
9
，5
0
0
円
／
年
に
変
更
。

所
得
段
階
は
14
段
階
。
対
象
者
に
変
更
は

な
い
が
、
所
得
が
低
い
ほ
ど
保
険
料
率
の

上
げ
幅
は
少
な
い
。

Ｑ　

変
更
理
由
は

A　

介
護
報
酬
の
値
上
げ
、
施
設
の
建
設

等
。

議
案
第
28
号　

木
更
津
市
介
護
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
に
伴
う

保
険
料
率
の
改
定
に
伴
い
、
保
険

料
率
が
変
更
に
（
左
表
参
照
）

所得段階 保険料率 介護保険料
(年額) 保険料率 介護保険料

(年額) 概算対象人数

第1段階 0.28 18,700 0.274 19,000 6,600
第2段階 0.48 32,100 0.474 32,900 2,600
第3段階 0.70 46,800 0.685 47,600 2,100
第4段階 0.90 60,200 0.90 62,500 4,800
第5段階 基準額(1) 66,900 基準額(1) 69,500 4,700
第6段階 1.15 77,000 1.15 79,900 2,800
第7段階 1.17 78,300 1.17 81,300 3,800
第8段階 1.26 84,300 1.27 88,300 4,600
第9段階 1.48 99,100 1.49 103,600 2,500
第10段階 1.70 113,800 1.71 118,900 1,200
第11段階 2.00 133,900 2.04 141,800 600
第12段階 2.10 140,600 2.16 150,200 200
第13段階 2.20 147,300 2.30 159,900 300
第14段階 2.30 154,000 2.40 166,800 400

これまで これから

保険料率と保険料年額
※各段階の詳しい内容は、７月１日発行の

広報きさらづにてご確認ください。



議員が聞いた！ 今とこれから

代表質問

6

会派の代表4人が大項目15点、小項目70点に
わたり、代表質問を行いました。

紙面の都合上、質問議員が大項目１点を選び、質問と答弁を掲載しています。
各議員の顔写真下のＱＲコードから質問と答弁の動画をご覧いただけます。
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災
会
議
の
女
性
委
員
の
割
合
で
備
蓄

品
な
ど
の
対
応
に
差
が
出
て
い
る
こ

と
が
分
か
っ
て
い
る
。
避
難
所
運
営

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
状
況
や
女
性
や

災
害
弱
者
の
意
見
の
取
り
込
み
に
つ

い
て
伺
う

答　

避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、

20
か
所
の
避
難
所
で
作
成
済
み
で
、

そ
の
ひ
な
型
に
は
、
避
難
時
に
お
け

る
災
害
弱
者
へ
の
配
慮
や
運
営
へ
の

女
性
参
画
な
ど
、
要
配
慮
者
へ
の
視

点
も
位
置
づ
け
て
い
る
。

問　

ペ
ッ
ト
同
行
避
難
訓
練
の
取
組

は答　

関
係

部
・
関
係

団
体
と
相

談
し
、
検

討
し
て
い

く
。

問　

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
な
ま
ち
づ
く
り

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
「
支
え
合
い

に
よ
る
防
災
・
減
災
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
基
本
的
な
方
向
性
「
共
助
の
仕
組

み
の
構
築
」
に
つ
い
て
、
本
市
の
考

え
を
伺
う

答　

こ
れ
ま
で
の
被
害
を
出
さ
な
い

「
防
災
」
の
考
え
方
か
ら
、
被
害
を

減
少
さ
せ
る
「
減
災
」
の
考
え
方
を

防
災
対
策
の
基
本
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
。

　

共
助
の
取
組
を
強
化
す
る
た
め
、

防
災
講
座
の
開
催
、
自
主
防
災
組
織

や
災
害
対
策
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

育
成
を
図
り
、
ま
た
、
災
害
時
に
手

助
け
が
必
要
と
な
る
避
難
行
動
要
支

援
者
の
円
滑
な
避
難
が
進
む
よ
う
体

制
を
整
え
る
な
ど
、
共
助
に
よ
る
仕

組
を
構
築
し
て
い
る
。

問　

内
閣
府
の
調
査
で
は
、
地
方
防

公
明
党
代
表　

神か
み

蔵く
ら 

五さ

月つ
き　

議
員

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
体
制
の

構
築
で
安
心
安
全
の
防
災
対
策
を

問　

続
い
て
水
に
つ
い
て
伺
う
。
指

定
避
難
所
53
の
内
、
井
戸
が
あ
る
避

難
所
の
数
と
そ
の
場
所
は

答　

１
ヶ
所
で
あ
り
場
所
は
木
更
津

第
一
中
学
校
で
あ
る
。

問　

地
域
に
よ
っ
て
は
自
治
会
が
業

を
煮
や
し
自
力
で
井
戸
を
掘
っ
て
い

る
。
災
害
時
の
水
の
確
保
と
い
う
準

備
は
、
自
助
・
互
助
の
レ
ベ
ル
を
超

え
て
お
り
、
公
助
と
し
て
行
う
べ
き

で
あ
る
。
ま
ず
は
主
た
る
避
難
所
か

ら
順
次
、
井
戸
の
設
置
を
「
公
費
で

行
う
べ
き
」
と
思
う
が
考
え
は

答　

市
に
お
い
て
井
戸
の
設
置
が

可
能
で

あ
る
か
、

調
査
し

て
い
く
。

問　

大
規
模
災
害
発
生
に
対
す
る

「
備
え
」
に
つ
い
て
。
発
災
の
初
動

に
お
い
て
最
も
必
要
な
も
の
は
「
ト

イ
レ
と
水
」
だ
ろ
う
と
考
え
る
。
今

回
の
代
表
質
問
で
は
「
ト
イ
レ
の
準

備
」「
井
戸
の
設
置
」「
設
置
の
補
助
」

を
訴
え
た
い
。
ま
ず
、
備
え
の
「
簡

易
ト
イ
レ
と
凝
固
剤
の
数
」
は

答　

仮
設
ト
イ
レ
は
１
，
７
０
０
基
、

凝
固
剤
は
約
７
万
回
分
を
確
保
。

問　

最
大
避
難
者
数
に
対
し
て
備
蓄

数
が
十
分
と
は
思
え
ず
、
凝
固
剤
に

至
っ
て
は
避
難
者
１
名
に
１
回
分
の

準
備
も
出
来
て
い
な
い
。
ト
レ
ー

ラ
ー
型
ト
イ
レ
も
含
め
、
ト
イ
レ
の

備
え
に
厚
み
を
持
た
せ
る
考
え
は

答　

ト
イ
レ
カ
ー
の
有
用
性
は
理
解

し
て
い
る
。
今
後
は
多
様
な
手
段
を

踏
ま
え
、
引
き
続
き
ト
イ
レ
の
整
備

を
進
め
て
い
く
。

羅
針
盤
代
表　

永な
が

原は
ら 

利と
し

浩ひ
ろ　

議
員

安
全
に
、
そ
し
て

安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に

リニューアルした市ホームページの
防災ページから

清見台南４丁目さんの井戸
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◆一般質問とは、議員が市の事務の状況や今後の方針などを問いただし、市民のための適切
な市政運営が行われているかをチェックするものです。９月、３月定例会では、議員個人
による質問に加え、会派の代表質問も実施しています。

本会議の中継

　本会議の様子を生中継（当日のみ）、
録画中継で公開しています。

議員の情報

　連絡先等を公開しています。

第168号 202 4年（令和６年）5月1日（水）

そ
の
効
果
に
つ
い
て
伺
う

答　

下
水
処
理
場
の
省
エ
ネ
対
策
と

し
て
は
、
施
設
・
設
備
等
の
増
設
や

更
新
時
に
、
費
用
対
効
果
を
考
慮
し

た
省
エ
ネ
効
果
の
高
い
機
器
の
導
入
、

流
入
水
の
負
荷
変
動
に
応
じ
て
、
最

適
か
つ
効
率
的
な
運
転
管
理
が
可
能

と
な
る
「
水
質
自
動
制
御
シ
ス
テ

ム
」
を
導
入
し
、
使
用
電
力
量
の
削

減
を
図
っ
て
い
る
。
そ
の
効
果
は
シ

ス
テ
ム
導
入
前
の
平
成
28
年
度
と
令

和
４
年
度
を
比
較
し
、
約
４
％
の
削

減
、
年
間
電
力
量
で
は
約
17
万
キ
ロ

ワ
ッ
ト
時
の

削
減
と
な
っ

て
い
る
。

問　

温
室
効
果
ガ
ス
吸
収
源
の
確
保

に
関
連
し
、
海
域
で
の
ブ
ル
ー
カ
ー

ボ
ン
生
態
系
の
維
持
と
し
て
盤
洲
干

潟
の
保
全
を
実
施
し
て
い
る
が
、
新

た
な
干
潟
や
藻
場
創
造
に
関
す
る
取

組
の
今
後
の
見
解
を
伺
う

答　

現
在
、
本
市
が
管
理
し
て
い
る

漁
港
は
３
つ
で
あ
り
、
こ
れ
ら
漁
港

の
防
波
堤
等
の
構
造
を
工
夫
し
、
海

草
や
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
光
合
成

し
、
二
酸
化
炭
素
を
取
り
込
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
藻
場
機
能
等
を
付

加
す
る
な
ど
、
漁
港
に
お
け
る
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
貢
献
を
踏

ま
え
、
漁
港
施
設
を
活
用
し
た
藻
場

等
の
創
造
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

問　

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
削
減
に

関
連
し
、
本
市
電
力
使
用
量
の
３
割

を
占
め
る
下
水
処
理
場
で
の
こ
れ
迄

の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
へ
の
取
組
と

新
栄
会
代
表　

柗ま
つ

井い 

晃こ
う

治じ　

議
員

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に

向
け
た
本
市
の
取
組
に
つ
い
て

問
う

就
業
環
境
等
の
社
会
構
造
や
社
会
経

済
情
勢
の
変
化
に
加
え
、
都
市
計
画

法
や
農
地
法
等
の
規
制
が
複
合
的
に

関
係
し
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。

問　

何
か
対
策
を
取
る
考
え
は

答　

道
の
駅
う
ま
く
た
の
里
を
は
じ

め
、
豊
か
な
自
然
環
境
を
活
か
し
た

農
業
体
験
型
複
合
施
設
等
を
拠
点
と

し
て
、
多
様
な
地
域
資
源
を
有
機
的

に
つ
な
げ
た
農
山
漁
村
型
旅
行
や

体
験
型
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実
に
加

え
、
宿
泊
型
総
合
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

活
用
等
に
よ
り
、
交
流
・
関
係
人
口

の
増
加
に
つ

な
げ
、
地
域

の
生
活
・
文

化
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
維

持
・
継
承
を

図
っ
て
い
る
。

問　

人
口
増
加
地
区
に
お
け
る
増
加

の
要
因
は
何
か

答　

平
成
７
年
と
令
和
６
年
の
約
30

年
間
の
比
較
で
増
加
し
た
地
区
は
木

更
津
、
波
岡
、
清
川
及
び
金
田
の
４

つ
。
主
な
要
因
と
し
て
は
、
木
更
津

駅
周
辺
の
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
補
助
や

取
得
助
成
を
は
じ
め
と
し
た
中
心
市

街
地
活
性
化
基
本
計
画
に
基
づ
く
取

組
効
果
に
加
え
、
通
勤
・
通
学
、
ま

た
買
物
等
に
便
利
な
場
所
や
土
地
区

画
整
理
事
業
が
進
展
し
た
請
西
、
ほ

た
る
野
、
金
田
地
区
等
の
新
興
住
宅

地
に
住
み
た
い
と
い
う
市
民
ニ
ー
ズ

が
表
れ
た
も
の
と
考
え
る
。

問　

で
は
、
人
口
減
少
地
区
に
お
け

る
減
少
の
要
因
は

答　

減
少
し
た
地
区
は
岩
根
、
鎌
足
、

中
郷
及
び
富
来
田
の
４
つ
で
、
少
子

高
齢
化
の
進
行
や
家
族
構
成
の
変
化
、

自
由
民
主
ク
ラ
ブ
代
表　

斉さ
い

藤と
う 

高た
か

根ね　

議
員

木
更
津
市
の
地
区
別
の

人
口
動
向
に
つ
い
て

ブルーカーボン生態系

体験型コンテンツ
「きさらづシーカヤック体験」



議員が聞いた！ 今とこれから

一般質問
個人７人が大項目 15 点、小項目 69 点にわたり、
一般質問を行いました。

一般質問の全文（会議録）

　令和６年３月定例会の会議録は令和６年５月下旬に公開予定です。
　また、図書館、各公民館でも閲覧することができます。
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問　

親
子
の
居
場
所
作
り
と
し
て
、
大
型
遊

具
の
設
置
さ
れ
た
公
園
の
整
備
を
期
待
し
た

い
が
、
今
後
の
検
討
は
あ
る
の
か

答　

進
め
て
い
る
吾
妻
公
園
の
施
設
配
置
計

画
を
検
討
す
る
中
で
、
大
型
遊
具
の
設
置
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

問　

新
た
な
指
定
管
理
者
が
決
ま
っ
た
小
櫃

堰
公
園
に
つ
い
て
、
今
後
の
課
題
は

答　

休
日
の
駐
車
場
不
足
に
つ
い
て
、
市
と

し
て
改
修
に
向
け
た
検
討
を
進
め
る
。

問　

公
園
の
魅
力
向
上
の
た
め
、
ど
の
よ
う

な
提
案
が
指
定
管
理

者
か
ら
あ
っ
た
か

答　

野
鳥
観
察
会
や

専
門
講
師
に
よ
る
ノ

ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
―

キ
ン
グ
・
パ
ー
ク
ヨ

ガ
教
室
な
ど
。

問　

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
は

答　
「
命
の
門
番
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
悩

ん
で
い
る
人
に
寄
り
添
い
、
関
わ
り
を
通
し

て
孤
独
・
孤
立
を
防
ぎ
、
支
援
す
る
こ
と
が

重
要
。
ま
た
、
特
別
な
資
格
が
な
い
た
め
、

専
門
性
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
行
動
を
起
こ
し

て
い
く
こ
と
が
第
一
歩
に
繋
が
る
。
研
修
を

実
施
す
る
な
ど
の
取
組
も
行
っ
て
い
る
。

問　

研
修
を
広
げ
る
予
定
は

答　

商
工
団
体
を
対
象
に
研
修
を
実
施
予
定
。

市
民
に
対
し
て
は
今
後
検
討
。

問　

今
後
の
講
演
会

に
つ
い
て

答　

自
殺
対
策
に
関

す
る
情
報
提
供
・
啓

発
の
場
と
し
て
引
き

続
き
実
施
し
て
い
き

た
い
。

問　

私
は
木
更
津
市
の
行
政
に
は
市
民
の
意

思
が
活
か
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
う
。

　

市
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
２
年
間
実

施
さ
れ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か

答　

基
本
計
画
策
定
の
た
め
令
和
６
年
度
と

７
年
度
に
実
施
す
る
。

問　

令
和
５
年
度
に
実
施
し
た
意
見
公
募
は

11
件
の
う
ち
４
件
に
し
か
市
民
か
ら
の
意
見

が
な
か
っ
た
が
ど
う
捉
え
て
い
る
か

答　

意
見
の
な
い
案
件
が
７
件
あ
っ
た
が
、

制
度
の
趣
旨
に
従
っ
て
運
用

し
て
い
る
。

問　

市
民
説
明
会
で
の
市
民

の
意
見
は
活
か
さ
れ
て
い
る

か答　

い
た
だ
い
た
ご
意
見
に

は
丁
寧
に
対
応
し
可
能
な
限

り
計
画
に
反
映
さ
せ
る
。

吾あ

津づ 

松ま
つ

太た

郎ろ
う　

議
員

藤ふ
じ

田た 

真ま

澄す
み　

議
員

堀ほ
り

切き
り 

俊し
ゅ
ん

一い
ち　

議
員

子
育
て
世
代
に
必
要
と
さ
れ
る

公
園
に
つ
い
て

自
殺
対
策
を
支
え
る
人
材
育
成

木
更
津
市
の
行
政
は

市
民
の
意
思
を
活
か
し
て
い
る
か

小櫃堰公園

（年別確定値）厚生労働省「地域に
おける自殺の基礎資料」H26 ～ R4
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問　
「
高
齢
者
見
守
り
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
」
の

利
用
状
況
は

答　

本
年
１
月
末
現
在
の
登
録
者
数
は
、

４
，５
９
３
人
で
、
登
録
者
本
人
や
そ
の
家

族
か
ら
の
健
康
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
へ
の
相

談
は
１
２
４
件
あ
っ
た
。

問　

令
和
３
年
10
月
に
導
入
さ
れ
た
「
認
知

症
高
齢
者
等
見
守
り
シ
ー
ル
」
の
交
付
数
は

答　

本
年
１
月
末
現
在
の
交
付
数
は
32
件
。

問　
「
高
齢
者
見
守
り
等
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
」

の
貸
与
状
況
と
対
象
拡
大
の
進
捗
は

答　

本
年
１
月
末
現

在
の
貸
与
台
数
は
75

台
で
、
昨
年
６
月
に

対
象
者
年
齢
を
75
歳

以
上
か
ら
65
歳
以
上

へ
引
き
下
げ
、
対
象

範
囲
を
拡
大
し
た
。

問　

木
更
津
市
の
自
治
会
の
現
状
に
つ
い
て

答　

自
治
会
は
古
く
か
ら
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
中
心
的
な
存
在
と
し
て
機
能
し
、
住

民
同
士
の
交
流
に
よ
る
人
間
関
係
の
構
築
、

地
域
文
化
の
継
承
、
子
ど
も
の
見
守
り
や
高

齢
者
の
支
援
、
犯
罪
抑
止
、
さ
ら
に
は
災
害

発
生
時
の
助
け
合
い
な
ど
、
様
々
な
活
動
が

行
わ
れ
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

問　

回
覧
板
等
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
活
用
に
つ
い
て

行
政
と
し
て
、
具
体
的
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の

作
成
は
可
能
か

答　

市
役
所
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

が
始
動
。
あ
わ
せ

て
電
子
媒
体
等
を

活
用
で
き
る
よ
う

各
自
治
会
の
実
情

に
応
じ
て
支
援
し

た
い
。

問　

木
更
津
市
の
出
産
・
子
育
て
応
援
は

答　

国
が
示
す
支
援
の
他
、
妊
婦
健
診
や
歯

科
健
診
、
産
後
の
産
婦
健
診
を
２
回
行
い
、

伴
走
型
相
談
支
援
の
充
実
に
努
め
て
い
る
。

問　

千
葉
県
の
医
師
数
は
全
国
43
位
。
木
更

津
市
は
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
か

答　

君
津
管
内
の
産
科
は
６
医
療
機
関
。
う

ち
５
医
療
機
関
が
本
市
。
小
児
科
は
表
参
照
。

問　

こ
ど
も
発
達
支
援
課
を
設
置
し
、効
果
は

答　

対
象
18
歳
ま
で
と
し
た
発
達
相
談
増
加
。

問　

市
立
保
育
園
給
食
に
有
機
米
は

答　

段
階
的
に
実
施
。

ま
ず
食
育
月
間
に
太

巻
き
寿
司
の
お
や
つ
。

問　

日
本
語
の
苦
手

な
児
童
生
徒
へ
は

答　

新
た
に
学
習
支

援
員
派
遣
。

問　

令
和
６
年
１
月
の
能
登
半
島
地
震
を
受

け
、
自
宅
の
耐
震
性
な
ど
に
不
安
を
感
じ
る

市
民
も
多
い
と
思
う
。
問
合
せ
状
況
は

答　

大
き
く
分
け
る
と
建
物
の
耐
震
化
と
危

険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
２
つ
が
あ
り
、
前
者
は
４

月
か
ら
12
月
は
15
件
だ
っ
た
が
、
１
月
以
降

だ
け
で
４
件
、
後
者
は
４
月
か
ら
12
月
は
24

件
だ
っ
た
が
、
１
月
以
降
だ
け
で
16
件
。

問　

耐
震
性
の
低
い
住
宅
や
市
民
の
不
安
に

対
し
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
か

答　

木
造
住
宅
耐
震
診
断
事
業
や
危
険
ブ

ロ
ッ
ク
塀
等
対
策
事

業
等
に
つ
い
て
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
し
っ

か
り
と
進
め
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
考

え
、
丁
寧
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

渡わ
た

辺な
べ 

厚あ
つ

子こ　

議
員

安あ
ん

藤ど
う 

順じ
ゅ
ん

子こ　

議
員

田た

中な
か 

紀の
り

子こ　

議
員

大お
お

野の 
俊と

し

幸ゆ
き　

議
員

高
齢
者
支
援
の
た
め
の

サ
ポ
ー
ト
ツ
ー
ル
の
活
用
に
つ
い
て

任
意
だ
か
ら
っ
て
、

や
め
ち
ゃ
っ
て
も
い
い
？

木
更
津
の
自
治
会
の
未
来

子
ど
も
を
育
む
環
境
の
み
え
る
化

い
つ
、
ど
こ
で
起
き
る
か

わ
か
ら
な
い
災
害
「
地
震
」

に
備
え
て

 

木更津市 25

君津市 13

富津市 7

袖ケ浦市 5

※　令和6年1月現在

小児科の医療機関数

認知症高齢者等見守りシール

おしえてきさポン

揺れるブロック塀
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委員会の行政視察
　行政視察は、他の自治体が行っている施策等を調査研究し、市民福祉の向上やまちづくり施策
に活かそうとするものです。行政視察の調査項目は、委員会の所管事項に関し各委員会で協議し
て決定しています。

議会運営委員会・議会改革特別委員会
　　　　（両委員会は合同で視察を実施しました）

令和６年１月１７日・１８日
・宮崎県日南市　「議会改革（議会ＢＣＰ（業務継続計画））
　　　　　　　　　について」
・宮崎県宮崎市　「議会改革の取組（議会報告会）について」 

　宮崎市議会では、議会報告会を年２回開催し、各年度の参加者は概ね 100 名程度。インターネット
配信のライブ・録画でも 1,000 件程度見られています。
　議会基本条例に議会報告会の開催を定め、取組の問題・課題を踏まえ都度、見直しを行ってきたよ
うであり、現在は「広報広聴委員会」を設け、「企画部会」「広報部会」「運営部会」の３つの部会にて、
議会報告会の企画、チラシ作り、当日の運営などを進めており、呼びかけチラシの作成・配布等、議
員が中心となり実施していることに感心しました。

　その他報告会に関連する取組として、議会アンバサダー制度、高校生との意見交換や一般質問後の
30 秒スピーチなどＤＸを活用して議会の関心を高める努力をしています。
　議会アンバサダー制度の導入により、情報発信力のあるインフルエンサーに議会モニターを務めて
もらうことで、情報の拡散を図り、市民が議会に親しみやすくなるような取組であると感じました。
また、高校生との意見交換会を通じて、若年層にも身近に議会を感じてもらい、今後、中学校２校で
こども議会を開催するとのことです。
　現状においても参考になるものを学び、まずは常任委員会で関係団体との意見交換会を進め、本市
議会にあった市民との意見交換会の規模・対象・方法等の検討を進めていきます。

交通政策特別委員会
令和６年１月１１日・１２日
・愛媛県今治市　「公共交通施策について」 
　・地域乗合タクシーについて
　・チョイソコおおみしまについて
　・相乗り交通サービス mobi について

　路線バスが廃線となったエリアでは、これまでの路線バス事業者への市からの補助金が削減される
ことで、乗合タクシーに掛かる経費を差し引いても大きな削減効果が見られる地域があります。一方
で、路線バスを通学利用していた学生のために、新たにスクールバスの導入経費が追加されるなど、
逆に経費が増額される地域もあり、思うような削減効果が得られないケースもありますが、今治市全
体で見ると乗合タクシーの導入によって、市歳出の削減につながっています。
　今治市の事例をそのまま参考にすることは難しいところもありますが、地域特性に応じた移動手段
のメニューを複数持ちながら、事業者・利用者・行政にとって持続可能な公共交通を構築するために、
今後も様々な取組を学んでいく必要があると考えます。

　また、日南市での視察を受け、３月定例会中に LINE WORKS を活用した安否確認訓練を実施
しました。

　議会 BCP（業務継続計画）とは：大規模災害時においても、議会の機能を停止することなく、
議会運営するために議会・議員の役割や行動方針を定めたもの

視察報告書を
公開しています。

宮崎市での視察の様子

今治市での視察の様子
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教えて！特別委員会協議会
　木更津市議会には、３つの常任委員会のほかに、必要がある場合、特別委員会を設置してい
ます。広く市民に公表を予定している重要案件やその他、議長が特に必要と認める事案等は、
所管委員会または協議会で説明することになっています。
　暮らしに直結する事案の協議経過を報告します。

次
回
６
月
定
例
会（
予
定
）

日 月 火 水 木 金 土
5/30 31 6/1

本会議
（開会）

2 3 4 5 6 7 8 

本会議
(一般質問 )

9 10 11 12 13 14 15 

総務
常任委員会

教育民生
常任委員会

建設経済
常任委員会

16 17 18 19 20 21 22 

本会議
（議案審議）
（閉会）

３月定例会の傍聴者は延べ30名でした。
６月定例会の特別委員会の開催日時は現在
未定です。
詳しくは、議会事務局（電話23‐7185）へ
お問い合わせください。

●声の市議会だよりについて
視覚障がい者を対象に市議会だよりを録音したＣＤを
貸し出しています。また、市議会ホームページからも

「声の市議会だより」をお聞きいただけます。

●本会議のインターネット中継について
本会議の映像（生中継及び録画中継）を
インターネットでもご覧いただけます。

URL：https://www.city.kisarazu.lg.jp/　
gyouseijoho/shigikai/eizouhaishin/8048.html

能登半島地震への災害義援金
　令和 6 年 1 月 1 日に発生した能登半島地震により被害を受けた被災地の復旧・復興支援のた
め、1 月 16 日に、議員会から石川県へ１０万円の義援金を送りました。

基地政策特別委員会協議会（３／15、３／19）
 米空軍事故後、オスプレイの飛行再開 

◆３／ 15
　木更津市は「『オスプレイの運用再開に向け
た確認作業と運用停止措置の解除』に関して、
防衛省に確認するため、7 つの質問を提出す
る」という説明があった。協議会では、「今回
の事故ではオートローテーション機能は発揮
できたのか」の質問を追加した。

◆３／ 19
　「陸上自衛隊オスプレイの運用部隊から安全
対策の説明と防衛省からの回答があり、陸上
自衛隊オスプレイの運用再開を容認した」と
木更津市から説明を受けた。各委員からは安
全の確保に対して、具体的に質疑があった。
　市長からはあってはならないが万が一の場
合、「運用再開の決断をした市長の責任もある」
と最後に話された。

交通政策特別委員会協議会（３／18）
 JR 京葉線ダイヤ改正に対する市の対応 
　20 件、クレームや問い合わせが届いた。近
隣市とともに要望書を提出し、1 本増便され
たが、今後も近隣市とともに取り組むと説明
があった。

 東京湾アクアライン ETC 社会実験継続 
　今後も継続の方向と説明があった。

 JR 久留里線（久留里・上総亀山間）沿線 
 地域交通検討会議の進捗状況 
　木更津市は同会議にオブザーバー参加であ
り、会議の報告を受けた。

 高速バス・路線バスのダイヤ改正 
　2024 年問題による運転手不足で減便の説
明があった。
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Topics　～音訳の会しおさいを取材～

目の見えない人の目の代わりに目の見えない人の目の代わりに
音訳はボランティア活動です

　「市議会だより」の音訳をされている音訳の会「しお
さい」の録音作業を取材しま
した。冒頭、会員の方から「こ
のような機会に音訳の世界を
知って頂ければ、私達として
は非常に嬉しく思っていま
す」という言葉がありました。
毎週金曜日に木更津市立図書
館にて、音訳ＣＤ製作や勉強
会を開催しています。

音訳は「正しく伝える・正しく伝わるように」
　朗読は個人の感情や主観が入ります。音訳は「目の見
えない方の目の代わりをする」こと。感情を込めて読む
ことは読み手の主観を押し付けることに繋がります。書
かれた文字を出来るだけ忠実に音声化するように心掛け
ているとのこと。「中途視覚障がい者の方もいらっしゃ

いますので、あえて色
使いも音声にしていま
す。」題材も毎回内容
が違うので、その都度
一から音訳する気持ち
で取り組まれているそ
うです。

音訳の会「しおさい」とは
　昭和 57 年、朗読ボラン
ティア団体としてスター
ト。平成３年より現在の広
報きさらづの前段とも言え
る、福祉広報のテープ「道
しるべ」製作を請け負いま
す。平成 12 年頃より録音
機材の普及と共に朗読から音訳へ移行。平成 14 年か
らは図書館主催の音訳ボランティア講座も開催。現在、
木更津市の主要広報誌の音訳活動を展開中です。

広報きさらづの音訳、声の市議会だよりは、
市のＨＰでも聴くことが出来ます。

音訳ボランティアの現状
　後継者が居ないことが問題で
す。「しおさい」の平均年齢も 70
歳を超え、音訳を優先して出来る
ような方が必要とのこと。今回の
取材を機に若い方にも音訳ボラン
ティアに興味を持って頂けると嬉
しいですと語っていました。

音訳に関するお問い合わせは木更津市立図書館まで
電話：0438-22-3190

こちら編集会議
　取材を通じ其々の委員に“気付き”があったと思
います。広報きさらづ４月号表紙の音訳を聞かせて
頂いた際、目を瞑っていても確かにイメージ出来る
音訳技能に感動しました。少しでも優しい世の中に
なることを願いたいですね。

（記：柗井）

木更津市議会広報委員会　 ◎委員長  〇副委員長

　◎佐藤　修一　〇田中　紀子　　吉田眞紀人
　　吾津松太郎　　柗井　晃治　　藤田　真澄

　広報委員会は、市民目線に立って「読みやすい、
親しみやすい」紙面づくりを目指しており、スマー
トフォンからご意見・ご感想を送れるようにいたし
ました。（右図参照）
　なお、従来通り電話、FAX、メール、郵送でのご
提出も受け付けております。

電　話）0438-23-7185　FAX）0438-22-4734
メール）gikai@city.kisarazu.lg.jp
住　所）〒292-8501
　　　　木更津市富士見 1-2-1 市議会事務局 宛

※いただいたご意見等は、市議会だよりに
　掲載する場合があります。

スマートフォンでの
ご意見・ご感想の送付手順

①上記の QR コードをスマートフォンのカメラで
　読み取る　

②画面に表示されたリンク先をタップ。

③簡単な設問に回答
　（自由記述できる欄もあります）

④「確認画面へ進む」をタップ

⑤記載内容を確認したら、「送信」をタップ

市議会だよりへのご意見・ご感想をお待ちしています

広報きさらづ収録中です！お静かに！

音訳の活動を説明する加藤さん
（写真中央）

音訳講座で活用している各種教材

令和 5年度
千葉県社会奉仕賞受賞


